
第９回
船橋市地域災害医療対策会議

書面開催

資料１
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議題

１ 会長、副会長の選出について

報告

１ 災害医療対策関係者のリストについて

（進捗報告）

２ 令和３年度の活動実績について

３ 来年度の予定について
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会長、副会長の選出について

議題１
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会長、副会長の選出について

・船橋市地域災害医療対策会議設置要綱、第５条
の規定により会長、副会長は委員の互選となります。

・別添、委員名簿より会長、副会長の推薦をお願い
します。

参考）前回会長 医師会代表委員（医師会長）

前回副会長 災害医療コーディネーター

委員（医師会選出）
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災害医療対策関係者の
リストについて
（進捗報告）

報告１
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災害医療協力病院の担当者（９病院）①

• 現在の取り組み

–各病院における「災害医療担当者」の連絡先をリ
スト化し、各病院内、病院間で共有する。

• 今後の取り組み

–各病院における取組を具体的に進めるために、
災害医療を担当する医師や看護師等も調査し、
リスト化する。

⇒事務だけでなく、専門職についても担当を設定す
ることで各病院における検討・準備等をスムーズに
する。
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災害医療協力病院の担当者（９病院）②

• リストの活用方法について

–平常時

• 各病院の医薬品や備蓄の状況、自主的な訓練の状況、
平常時の機能に必要な資源量等を調査し共有する。

• 災害医療に係る最新情報を病院間や市で共有する。

–災害時

• 病院と保健所の連絡窓口とする。

• 必要に応じ、各病院の医師担当、看護師担当等と連
絡をとり、より専門的・具体的な情報の共有に役立て
る。
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病院前救護所への参集者（４師会）

• 現在の取り組み

–令和２年度に、各師会参集者のリストを作成した
が、その更新作業を進めている。令和４年３月末
までには更新作業を終える予定。

• 今後の取り組み

–各師会、災害医療協力病院、参集者など災害医
療対策関係者の連絡先を関係団体間で共有す
る。

–年に１回程度、保健所からの依頼により各団体
のリストについて更新作業を行い、併せて各担当、
参集者に対する啓発の機会とする。
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令和３年度の活動実績について

報告２
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令和３年度の活動実績ついて①

Ⅰ保健所職員向けのMCA無線および広域災害救急

医療情報システム（EMIS）利用方法についての研修

の実施（６月）

※ＥＭＩＳとは災害医療にかかわる情報を収集・提供

し被災地域内での迅速かつ適切な医療・救護活動を

支援することを目的としたシステム

（12、13ページ参照）

Ⅱ船橋市地域災害医療対策会議の開催（書面開催）
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Ⅲ令和３年１０月７日（木）地震への対応

（14ページ参照）

Ⅳコロナ禍における病院前救護所設置・運営訓練の実施

（１２月１８日実施 15ページ参照）

Ⅴ船橋市災害時看護職ボランティア制度の創設（６月）

Ⅵ災害時の医療資材等の購入経費に対する追加補助

（２月）

Ⅶ病院前救護所で感染対策のため使用する非接触型

体温計の購入

令和３年度の活動実績ついて②
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Ⅰ－１ ＥＭＩＳ画面①（医療機関の入力画面）

・発災直後に、各医療機関において被害状況を入力。

・市内登録医療機関数 ２２病院、６有床診療所
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Ⅰ－２ ＥＭＩＳ画面②

・医療機関の入力した被害状況やライフラインの確保状況が一覧

で確認できる。また、必要な支援が一目でわかり、千葉県や

ＤＭＡＴもリアルタイムで共有でき迅速な支援につながる。13



Ⅲ 令和３年１０月７日の地震対応

・振り返りを行い係長以上の職員間の情報共有ツールを各自の

モバイル端末に導入することとした。

・ＥＭＩＳの自主入力率を上げることが大切であると認識した。

・今回は被害なしだったが、被害があったときにどうするのか、

改めて確認、所内での共有が必要。

日付 時間 対応内容

10/7

22:41 地震発生（震度５弱）

23:15
災害対応にあたる保健所職員到着

ＥＭＩＳモニタリング開始

23:50 ＥＭＩＳ未入力の医療機関に被害状況の聞き取り開始

10/8
00:30 市内全病院の被害ないことを確認

13:15 対応についての所内での振り返り

対応事例
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Ⅳ 病院前救護所設置・運営訓練の様子

千葉徳洲会病院訓練の実施

・日時 令和３年１２月１８日（土）
午後１時～午後４時３０分

・場所 千葉徳洲会病院

・参加者 千葉徳洲会病院スタッフ：60人

医師会、歯科医師会、薬剤師会、千葉県柔道整復師会：計8人

市内災害医療協力病院：12人

船橋市職員：22人

・主催 千葉徳洲会病院

・後援 船橋市
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訓練での検証及び課題

・検証

・病院前救護所設置・運営できるか

・START法トリアージを実施し、トリアージタグを活用できるか

・PAD法で緑エリア傷病者の二次トリアージを実施できるか

・新型感染症流行を考慮した運営ができるか

課題

・真冬かつ外で運営する場合の検温の正確性

・多数が病院前救護所に来たときの検温することができるか

・災害は季節を選べないので季節に応じた対応を訓練をとおし検討する
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病院前救護所設置、運営訓練
（千葉徳洲会病院）①

設置、運営訓練の全体像 検温エリアの様子
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病院前救護所設置、運営訓練
（千葉徳洲会病院）②

緑エリアの様子① 緑エリアの様子②
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病院前救護所設置、運営訓練
（千葉徳洲会病院）③

トリアージポストでの様子① トリアージポストでの様子②
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・スケジュールについて （資料２参照）

・今後の検討課題について

報告３ 来年度の予定について
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今後の検討課題について

①災害医療対策本部について

②病院前救護所全般について

③急性期（発災後４８時間）以降の体制について
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①災害医療対策本部について

• 組織を具体的にどうしていくのか

–現在想定している班体制が、的確に運用できる
のか検証

• 情報共有についてのルール

–病院から情報を吸い上げて、分析し、災害対策
本部と連携をして支援につなげるまでのルール
を明確化
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①災害医療対策本部について

• 活動に必要な内容をリスト化
– 本部運営に必要な物・連絡先等
– 発災時に必要となる病院の機能や備蓄の情報

• あらかじめ収集できるものは事前に調査（ライフラインの確
保方法等）

– 発災後に病院から収集する情報
• 発災直後の情報（状況把握）と１週間後の残存資源等の予
測情報など

– 病院前救護所の運営に必要な物・情報等

⇒これらを各関係団体と事前に共有しておくことで、発
災時に災害医療対策本部が策定する、医療施設への
支援計画の作成がスムーズになり、迅速な支援につな
がる。

• 上記に基づいた訓練の実施
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②病院前救護所全般について

• 活動内容についての精査

–カルテの作成はどうするのか、災害処方箋はど
のようなものとするのか など

• 災害医療対策本部との連絡調整について

–病院前救護所の状況等を誰が、どのようにして
災害医療対策本部に伝え情報共有を図るのか

• トリアージ黒と判定された者への対応
–搬送、遺族対応、マスコミ対応の想定

• 病院前救護所を補完する役割を持った救護
所設置の必要性について
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③急性期（発災後４８時間）以降の
体制について

• 医療提供体制について

–病院前救護所が閉鎖した後の、被災状況に

応じた医療提供のあり方について検討する。避
難所への巡回診療を行うのか、どの避難所で行
うのか など

• 保健師の活動について

–保健師の活動は、避難所における防疫活動や被
災者宅への個別訪問等多岐に渡るため、活動内
容の整理、優先順位の検討 など
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